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次回はかじかをお伝えします。 

 奥山の最も上流に住み、体は茶黒く紫色の体側にはオレンジ色

のいくつかの点、薄い斑紋、お腹は黄オレンジから赤朱で、胸腹

尾ひれの先は白く縁どられ、尾ひれの両端は赤く、顔は丸みをお

びています。 

 「チョロチョロと流れのあるところなら背中を出してクネクネ

と体をくねらせて小さな淵でも、行ったり来たりするんだ。と昔

山仕事をしている人から聞いたことがありました。 

 一度だけ梅雨の小雨の日に、水際の濡れた落ち葉の上を体を水

から出して一生懸命に動かし 

ていた姿を見たことがありました。 

 なんとも不思議な光景でした。」 

 

 

 

 

 


